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次
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ー
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告

示

〇
平
成
二
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
八
号
（
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
特
別
地
域
内
の

　

行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
を
適
用
す
る
地
域
及
び
基
準
の
特
例
）
の
一
部
改
正 

（
自
然
保
護
課
）　

　

一

〇
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
同
意
の
届
出
の
審
査
結
果
（
特
定
第
二
号
漁

　

業
者
） 

（
農
林
水
産
経
営
支
援
課
）　

　

二

〇
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
同
意
の
届
出
の
審
査
結
果
（
区
域
内
特
定
養
殖
業
者
） 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定
（
二
件
） 

（
森
林
整
備
課
）　

　

三

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　

　

四

〇
事
務
所
の
所
在
地
等
を
確
知
で
き
な
い
宅
地
建
物
取
引
業
者 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

四

〇
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

四

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
六
号

　

平
成
二
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
八
号
（
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
特
別
地
域
内
の
行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
を
適

用
す
る
地
域
及
び
基
準
の
特
例
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五　

鹿
立
浜
地
区　

（
石
巻
市
狐
崎
浜
の
一
部
の
地
域
）

　

当
該
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規
則
第
十
一
条
第
四
項
本
文
及
び
第
九
項
本
文
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
段
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

な
お
、
当
該
地
区
に
お
い
て
は
、
規
則
第
十
一
条
第
四
項
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
並
び
に
同
条
第
九
項
第

四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

六　

鮫
浦
地
区　

（
石
巻
市
鮫
浦
の
一
部
の
地
域
）

　

当
該
地
区
に
お
い
て
行
わ
れ
る
規
則
第
十
一
条
第
四
項
本
文
及
び
第
九
項
本
文
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
段
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

な
お
、
当
該
地
区
に
お
い
て
は
、
規
則
第
十
一
条
第
四
項
第
七
号
、
第
九
号
及
び
第
十
号
並
び
に
同
条
第
九
項
第

四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
同
条
第
二
十
三
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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規　
　
　
　
　

則

第
十
一
条
第
四
項
第
二
号

第
十
一
条
第
四
項
第
四
号

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
中
欄

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
下
欄

第
十
一
条
第
九
項
第
三
号

第
十
一
条
第
九
項
第
七
号
ロ

読　
み　
替　
え　
前

二
階
建

十
メ
ー
ト
ル

千
平
方
メ
ー
ト
ル

二
十
パ
ー
セ
ン
ト

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

千
平
方
メ
ー
ト
ル

千
平
方
メ
ー
ト
ル

読　
み　
替　
え　
後

三
階
建

十
三
メ
ー
ト
ル

二
百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

二
百
パ
ー
セ
ン
ト

二
百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

二
百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

規　
　
　
　
　

則

第
十
一
条
第
四
項
第
二
号

第
十
一
条
第
四
項
第
四
号

第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
中
欄

読　
み　
替　
え　
前

二
階
建

十
メ
ー
ト
ル

千
平
方
メ
ー
ト
ル

二
十
パ
ー
セ
ン
ト

読　
み　
替　
え　
後

三
階
建

十
三
メ
ー
ト
ル

百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル

六
十
パ
ー
セ
ン
ト



〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
七
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
八
条
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適

合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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第
十
一
条
第
四
項
第
六
号
の
表
中

「
第
三
種
特
別
地
域
」
の
下
欄

第
十
一
条
第
九
項
第
三
号

第
十
一
条
第
九
項
第
七
号
ロ

六
十
パ
ー
セ
ン
ト

千
平
方
メ
ー
ト
ル

千
平
方
メ
ー
ト
ル

二
百
パ
ー
セ
ン
ト

百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル

百
九
十
平
方
メ
ー
ト
ル

区　

域

気
仙
沼
市

区
域
（
宮

城
県
漁
業

協
同
組
合

の
唐
桑
支

所

の

地

区
）

気
仙
沼
市

区
域
（
宮

城
県
漁
業

協
同
組
合

の
気
仙
沼

地
区
支
所

の
地
区
の

う
ち
鹿
折

の
区
域
）

気
仙
沼
市

区
域
（
宮

城
県
漁
業

協
同
組
合

の
気
仙
沼

地
区
支
所

の
地
区
の

う
ち
階
上

の
区
域
）

気
仙
沼
市

区
域
（
宮

城
県
漁
業

区　
　

分

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

気
仙
沼
市
唐
桑
町
中
二
百

三
十
三－

二

佐
々
木
正
利

気
仙
沼
市
唐
桑
町
上
小
鯖

五
十－

五

三
浦　

理
市

気
仙
沼
市
三
ノ
浜
五
十
五

－

一
小
松　
　

靖

気
仙
沼
市
大
浦
百
七
十
九

小
野
寺
俊
光

気
仙
沼
市
波
路
上
後
原
七

十
六
芳
賀　

智
明

気
仙
沼
市
波
路
上
内
沼
十

五尾
形　

広
人

気
仙
沼
市
本
吉
町
赤
牛
五

十
三
芳
賀
千
鶴
男

漁
業
の
種
類

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

特
定
二
号

漁
業
者
数

十
一
人

二
人

二
人

四
人

協
同
組
合

の
大
谷
本

吉
支
所
の

地
区
の
う

ち
本
吉
出

張
所
以
外

の
区
域
）

気
仙
沼
市

区
域
（
宮

城
県
漁
業

協
同
組
合

の
大
谷
本

吉
支
所
の

地
区
の
う

ち
本
吉
出

張
所
の
区

域
）

南
三
陸
町

区
域
（
宮

城
県
漁
業

協
同
組
合

の
志
津
川

支
所
の
地

区
）

石
巻
市
区

域
（
宮
城

県
漁
業
協

同
組
合
の

北
上
町
十

三

浜

支

所
、
河
北

町
支
所
、

雄
勝
町
東

部
支
所
及

び
雄
勝
町

雄
勝
湾
支

所

の

地

区
）

石
巻
市
区

域
（
宮
城

県
漁
業
協

同
組
合
の

寄
磯
支
所

及
び
前
網

支
所
の
地

区
）

石
巻
市
区

域
（
宮
城

県
漁
業
協

同
組
合
の

鮫
浦
支
所

の
地
区
）

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

気
仙
沼
市
本
吉
町
小
金
沢

八
十
四

千
葉　
　

隆

気
仙
沼
市
本
吉
町
蔵
内
百

八－

一

三
浦　

正
一

気
仙
沼
市
本
吉
町
蔵
内
百

六
十
一－

二

三
浦　

徳
雄

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川

字
大
森
町
六
十
四

渡
辺　

京
子

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川

字
権
現
八
十
六

熊
谷　

幸
治

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字

石
生
百
十
四－

一

武
山　

留
吉

石
巻
市
雄
勝
町
大
須
字
舘

森
百
三
十
九

西
條　

博
利

石
巻
市
寄
磯
浜
前
浜
五
十

坂
本　

俊
一

石
巻
市
寄
磯
浜
七
十
二

大
国
丸
漁
業
生
産
組
合

石
巻
市
鮫
浦
細
田
三
十

阿
部　
　

功

石
巻
市
鮫
浦
細
田
三
十
一

阿
部
富
士
男

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業

二
人

二
人

二
人

十
五
人

二
人



〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
八
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖

業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
百
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

石
巻
市
狐
崎
浜
字
後
沢
山
一
四
の
三

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

仙
台
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の 
涵 
養
か
ん

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
仙
台
市
役
所
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。
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石
巻
市
区

域
（
宮
城

県
漁
業
協

同
組
合
の

網
地
島
支

所
及
び
表

浜
支
所
の

地
区
）

女
川
町
区

域
（
宮
城

県
漁
業
協

同
組
合
の

女
川
町
支

所

の

地

区
）

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

総
ト
ン
数
二
十

ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
船
び

き
網
又
は
す
く

い
網
を
使
用
し

て
い
さ
だ
を
と

る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
業

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

石
巻
市
小
渕
浜
小
渕
六－

二木
村　

満
翁

石
巻
市
給
分
浜
後
山
一－

六木
村　

初
雄

牡
鹿
郡
女
川
町
指
ケ
浜
字

指
ケ
浜
二
十
七

鈴
木
忠
一
郎

牡
鹿
郡
女
川
町
御
前
浜
字

御
前
百
三

相
原　

廣
悦

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
六
条

に
規
定
す
る
漁

業

十
二
人

五
人

町
支
所
の
地
区

の
う
ち
浦
宿

浜
、
大
沢
、
針

浜
の
区
域

加
入
区
の

名　
　

称

宮
城
県
第

七
十
二
加

入
区

宮
城
県
第

百
五
十
三

加
入
区

区　
　

域

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
北
上

町
十
三
浜
支
所

の
地
区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
女
川

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

平
成
二
十
五
年

一
月
三
十
日

平
成
二
十
五
年

二
月
一
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字

大
指
二
十
三

西
條　
　

武

石
巻
市
北
上
町
十
三
浜
字

大
指
二
十
一

佐
藤　
　

博

牡
鹿
郡
女
川
町
浦
宿
浜
字

安
住
四
八－

二

阿
部　

勝
夫

牡
鹿
郡
女
川
町
針
浜
字
針

浜
二
百
二
十
二

木
村　

七
郎

養
殖
業
の
種
類

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

養
殖
業

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
特
定
か
き

養
殖
業

区
域
内
特
定

養
殖
業
者
数

二
十
二
人

十
五
人



　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の 
涵 
養

か
ん

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
気
仙
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
二
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
区
域
区
分

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

１　

市
街
化
調
整
区
域
か
ら
市
街
化
区
域
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

宮
城
郡
利
府
町　

利
府
字
新
中
道
、
同
字
沖
ノ
在
家
、
同
字
油
田
及
び
同
字
中
道
の
全
部
並
び
に
利
府
字
新
揺

橋
、
同
字
新
谷
地
脇
、
同
字
新
油
田
、
同
字
八
幡
崎
前
、
同
字
柏
関
、
同
字
砂
押
、
同
字
旧

屋
敷
、
同
字
新
大
谷
地
、
同
字
屋
田
前
、
同
字
揺
橋
、
加
瀬
字
新
町
頭
、
同
字
新
南
浦
、
同

字
新
河
原
、
同
字
町
頭
、
同
字
河
原
及
び
森
郷
字
新
川
向
の
各
一
部

　

２　

市
街
化
区
域
か
ら
市
街
化
調
整
区
域
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　
　

な
し

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
及
び
利
府
町
役
場
（
企
画
課
）

四　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
ま
で

五　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
三
号

　

次
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
務
所
の
所
在
地
を
確
知
で
き
な
い
の
で
、
宅
地
建
物
取
引
業
法

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
出
が
な
い
と
き
は
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
の
免
許
を
取
り
消

す
こ
と
が
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
商
号
又
は
名
称

　
　

有
限
会
社
仙
光
不
動
産

二　

代
表
者
の
氏
名

　
　

及
川　
　

透

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

仙
台
市
青
葉
区
小
松
島
一
丁
目
二
番
八
号

四　

免
許
年
月
日
及
び
免
許
証
番
号

　
　

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
日　

宮
城
県
知
事
（
十
二
）
第
九
百
六
十
二
号

〇
宮
城
県
告
示
第
百
二
十
四
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
構

造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

届
出
者
の
名
称

　
　

株
式
会
社
国
際
確
認
検
査
セ
ン
タ
ー
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二　

変
更
後
の
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

　
�
　

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
二
丁
目
四
番
一
号

　
�
　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
一
丁
目
六
番
二
十
三
号
鹿
島
ビ
ル

三　

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
　

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
一
日

（5）　 平成25年２月19日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2433号　　 


